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関西グローバルヘルスの集い　冬の特別オンラインセミナー報告

関西グローバルヘルスの集い　冬の特別オンラインセミナー　
「Global Café 2020冬
～わたしたちのグローバルヘルスを語ろう！～」

大阪大学大学院人間科学研究科
ユネスコチェア運営室助教

小笠原 理恵
米国アリゾナ州で看護学を学んだ後、中国上海市の外資系医療
機関でクリニックマネージャーを務める。2017年大阪大学大
学院人間科学研究科博士課程修了、2018年より現職。

Global Café 開催にこめた
思い
　関西グローバルヘルス（KGH）の集
い は、 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症

（COVID-19）のパンデミックによって
face-to-face の「集い」ができない状況
の中、2020 年 5 月からオンラインセミ
ナーを始めました。緊急事態宣言発令に
よる外出自粛中でも、知見を広く普及す
ることにプライオリティを置いて、これ
まで 2 シリーズを計 6 回にわたってラ
イブ配信（YouTube のストリーミング
配信）してきました。このオンラインセ
ミナーは主催側の予想をはるかに上回る
盛況ぶりで、のべ 3,000 人以上の皆さ
まにご視聴頂きました。ただこの方法で
は、これまで KGH の集いが重きを置い
てきた「自由闊達な議論の場の提供」が
十分に適いませんでした。
　そこで考えたのが、人数を絞った形で
のオンラインワークショップを企画し、
これまでのオンラインセミナーではでき
なかった双方向型ディスカッションの場
を提供することです。立場や背景が異な
る方々にご参加頂けるように、参加資格
は緩く設定し（日本語で議論できるひと、
議論に積極的に参加できるひとなど）、
一人ひとりが考えるグローバルヘルスに
ついて自由闊達に議論できる場づくりを
目指しました。予定調和的な結論に落ち
着かせたり、小賢しい提言にまとめたり
するつもりはまったくなく、「思う存分
に大風呂敷を広げましょう！」と呼びか
けました。

　多彩な人びとが集まって自由闊達な議
論を交わし、未来につながるネットワー
クを構築していく、そこから何か思いも
かけない素晴らしいアイディアが生まれ
るかもしれない。そんな場の提供を目指
して始まったのが、Global Café です。

　Global Café では、過去 6 回のオンラ
インセミナーで得た学びの共有と、サブ
テーマに沿ったディスカッションを行い
ました。サブテーマは 4 つ設定し、各
テーマを話し合う場を「Café」と呼び、
各「Café」にはファシリテーターとな
る「Café マスター」を置きました。

安田直史 Café（写真①）
「感染症と差別・偏見」
•	 保健医療や国際保健でも、「格

差」の問題が取り上げられるこ
とは多くなってきたものの、差
別や偏見が「普遍的」「制度的」
な問題として取り上げられるこ
とは、ほとんどないのではない
か？

•	 感染症の流行で引き起こされる差
別や偏見は、これまでにも再三繰
り返されてきたにもかかわらず、今
回も同じ過ちを繰り返している

•	 なぜ感染症で差別・偏見がおこる
のか？　差別・偏見がもたらすも
のは？　効果的な予防と対応は？

柳澤沙也子 Café（写真②）
「アジアの高齢化」
•	 ユニバーサル・ヘルス・カバレッ

ジが未発達で介護保険がない国が
多い

•	 確実に高齢化が進むアジアにおけ
る高齢者介護のあり方は？

•	 家族やボランティア頼みでいいの
か？

佐伯壮一朗 Café：（写真③）
「10 年後の日本社会（とグローバルヘ
ルス）を考える」
•	 人間社会は狩猟（Society 1.0）、農

耕、工業、情報を経て、新たな
Society 5.0 へ

•	 Society 5.0 では「人間というアイ
デンティティ」崩壊の危機？

4 つの Café と
4 人の Café マスター

写真①：Yasuda Caféの資料から

写真②：Yanagisawa Caféの資料から
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•	 日本社会は COVID-19 によって急
速に発展している面があるが、10
年後の社会はどうなっている？　
それに伴って医療はどうなってい
る？　10 年後の医療の課題はどう
なっている？　多様な課題解決の
ために人類はどんな武器を手に入
れ、活用しているだろう？

森本早紀 Café：（写真④）
「ヘルスとウェルビーイングのこれから」
•	 WHO 憲章が提唱する「ヘルス」の

定義と、その文脈での「ウェルビ
ーイング」

•	 あなたの考えるウェルビーイング
とは？

•	 ポストコロナ時代の健康とは？
•	 健康と医療の多様性とは？

Café 当日の進行
　Global Café は 21 名で行いました。
使 用 し た オ ン ラ イ ン 会 議 ア プ リ は
ZOOM です（写真⑤）。
　簡単な自己紹介とこれまでのオンライ
ンセミナーの総括を含むイントロダクシ
ョンのあと、4 名のカフェマスターがそ
れぞれのテーマ紹介を行いました。
Global Café の狙いはとにかく「みんな
で語ろう！」。最低限の情報共有は駆け
足で済ませて、早速 Café Time に移り
ました。Café Time では、ZOOM のブ

レークアウトルーム機能を使って、参加
者を 4 つの Café に割り振り、それを 4
回繰り返しました。1 回の Café 滞在時
間は 20 分に設定し、参加者自身での
Café の移動はできない設定にしました。
全員がすべての Café を回れるように、
また毎回できるだけ違うメンバーでの語
りができるように、グループ分けには少
々苦労しました。うまく分けたつもりだ
ったのですが、最終的には 3 つの Café
にしか行けなかったという方が 2 名い
たことが判明。なかなか思うようにはい
かないものです…。当初、20 分では短
すぎる？という危惧がありました。しか
し実際は、少し名残惜しさが残るくらい
で次の Café に移動する、というなかな
か絶妙な長さでした。5 名前後で一つの
テーマを矢継ぎ早に語るのに、20 分と
いう長さは悪くなかったように思います。

　参加者の中には、大学関係者や医療関
係者に加え、行政や企業の方々もいらっ
しゃいました。NY 市の行政で働いてい
らっしゃるアメリカ在住の方にもご参加
頂き、地域的な広がりもありました。こ
うした広がりはオンラインならではです
！
　最後に、いくつか参加者からの声をご
紹介します。
•	 バックグラウンドが違う方々のお

話を聞けたのが貴重
•	 世界のあり方や価値観が多様化し

ている世界。課題や解決策も多様
化していくように感じている。様
々なバックグラウンドを持つ人た
ちとの語りあいの機会は、社会の
見え方を多角化し、共感や相互理
解を生むとても良い機会

•	 今後の医師人生の糧になっていく
と感じた

•	 解放感いっぱいで、モヤモヤして
いたものを思いっきりアウトプッ
トできた

•	 刺激を受けた。難しい課題であっ
ても、新しいアイディアを創造す
ることで解決できるといことを学
んだ　

Global Café のこれから
　2021 年 1 月 現 在、COVID-19 の 流
行はまだ収まる気配がありません。
face-to-face で集うのは、もう少し先の
ことになりそうです。関西グローバルヘ
ルス（KGH）の集いでは、2021 年も引
き続き、従来のオンラインセミナーを開
催する予定です。そして Global Café も
年に 1 ～ 2 回、定期的に開催できるよ
うにしていきたいと思っています。その
時は皆さん、是非一緒に熱い議論を交わ
しましょう！

参加者からの声

写真⑤　参加者集合写真

写真③：Saeki Caféの資料から

写真④：Morimoto Caféの資料から
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